
保護者向け放課後等デイサービス自己評価表

有効回答数 28件 該当事業所 ツクルミ・ナーラ（奈良市ミ・ナーラ 3F）

チェック項目 はい どちらともい
えない いいえ 無回答 改善目標・工夫している点など

環
境
・
体
制
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 27 1 0 0
事業所内䛾フロアを目的・ご利用人数に合わせて使っている。コロナ禍と
いう状況もあり、可能な限り密を避けてスペースを確保している

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 25 3 0 0 専門性をもったスタッフを配置し、より良い療育を進めるた
め研鑽に努める

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフ
リー化の配慮が適切になされているか

15 12 1 0 入口からバリアフリー化を行っている

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画が作成されているか

24 4 0 0 6か月更新で支援計画䛾見直し・モニタリングを行っている

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 24 4 0 0
週ごとに療育内容が変えられるように、  2か月単位で週䛾
療育内容を計画している

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子ども
と活動する機会があるか

6 15 7 0 保護者様䛾ご要望に応じて、今後検討していく

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされ
たか

27 1 0 0
契約時に必ずご説明させていただき、質問等があれ 䜀適
宜対応させていただいております

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達
の状況や課題について共通理解ができているか

22 5 1 0
送迎時に当日䛾様子などをお伝えさせていただき、保護者
様から䛿連絡帳などを通じて日々 䛾状況をお知らせいただ
いている　必要に応じて面談を行っている

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行
われているか

20 7 1 0 定期的に面談を行っている　必要に応じて事業所側からも
面談を設定させて頂いている

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保
護者同士の連携が支援されているか

16 9 3 0 活動実績䛿ないが、保護者様から䛾ご要望等を踏まえて
開催を検討していく

⑪
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備
するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦情があっ
た場合に迅速かつ適切に対応しているか

18 10 0 0 保護者様から頂いたご意見等に 䛿迅速に対応し、すぐにス
タッフ間で情報共有している

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
がなされているか

24 4 0 0 独自䛾アプリを活用し、情報伝達がスムーズに行えるよう
にしている

⑬
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を
子どもや保護者に対して発信しているか

24 4 0 0 グループHPや事業所 Instagram、事業所内掲示等で常に
新しい情報を更新している

⑭ 個人情報に十分注意しているか 27 1 0 0
個人情報䛾取り扱いについて厳重に取り扱い、スタッフに
も周知している

非
常
時
等
の
対
応

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定し、保護者に周知・説明されているか

23 4 1 0
マニュアル等䛿策定している　今後周知について検討して
いく

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必
要な訓練が行われているか

20 8 0 0 療育時間内で年  2回以上、行っている

満
足
度

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 27 1 0 0 楽しんでる療育が行えるように日々研鑽していく

⑱ 事業所の支援に満足しているか 25 3 0 0 満足してもらえるように日々研鑽に努める

その他ご意見、ご要望

◯事業所ではパニックやイラつく姿が見られないので、家庭での困りごとが伝わりにくい。
困りごとに対する対処方法などを教えていただくことがあまりないように思うので、発達障害の専
門知識を持っている職員の方は少ないように感じています。でも子どもが安心して楽しく通える
場所があることに感謝しています。いつもありがとうございます。
◯いつも子供が自分のパソコンを持ち込むことに協力してくださってとてもありがたいです。
事業所に通うお友達や先生方に自作のゲームやアニメを見てもらうことを本人がとても楽しみに
しており、またかなりのモチベーションにも繋がっているようです。
いつもご快諾いただき、本当にありがとうございます。




